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(57)【要約】
【課題】　液晶表示装置の画質の低下を防ぐ。
【解決手段】　第１の電極および第２の電極を有する画
素がマトリクス状に配置されており、隣接する第１の映
像信号線と第２の映像信号線との間には、第１の映像信
号線に接続された第１の電極と、第２の映像信号線に接
続された第１の電極とが交互に配置されている表示装置
であって、１フレーム期間を同じ長さのＲ個の１／Ｒフ
レーム期間に分割し、１フレーム期間中に１本の映像信
号線に加える階調電圧の電位と第２の電極に加える電圧
の電位との高低の関係は１／Ｒフレーム期間毎に反転し
ており、１個の１／Ｒフレーム期間に第１の映像信号線
に加える階調電圧の電位と第２の電極に加える電圧の電
位の関係と第２の映像信号線に加える階調電圧の電位と
第２の電極に加える電圧の電位の関係とは逆の関係にな
っており、かつ、個数Ｒが２以上走査信号線の本数以下
の整数のいずれかである表示装置。
【選択図】　　　　図９（ｂ）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電極および第２の電極を有する画素がマトリクス状に配置されている表示パネル
と、前記第１の電極に第１の電圧を加える第１の回路と、前記第２の電極に第２の電圧を
加える第２の回路とを有し、
　前記表示パネルは、複数個の前記第１の電極、１個または複数個の前記第２の電極、複
数本の走査信号線、複数本の映像信号線、および複数個のＴＦＴ素子を有する表示装置で
あって、
　前記複数個の前記第１の電極は、それぞれ、前記ＴＦＴ素子を介して１本の前記映像信
号線に接続しており、
　隣接する第１の映像信号線と第２の映像信号線との間には、前記ＴＦＴ素子を介して前
記第１の映像信号線に接続された前記第１の電極と、前記ＴＦＴ素子を介して前記第２の
映像信号線に接続された前記第１の電極とが、前記映像信号線の延在方向に沿って交互に
配置されており、
　前記映像信号線を挟んで隣接する２個の前記第１の電極は、それぞれ、前記ＴＦＴ素子
を介して接続している前記映像信号線との向きの関係が同じ関係であり、
　前記第２の回路は、それぞれの前記画素の前記第２の電極に、あらかじめ定められた電
位の前記第２の電圧を加え、
　前記第１の回路は、それぞれの前記画素の前記第１の電極に前記第１の電圧を加えると
きに、
　前記映像信号線を挟んで隣接する２個の前記第１の電極に加える前記第１の電圧は、一
方の前記第１の電極に加える前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高低の関
係と、他方の前記第１の電極に加える前記第１の電圧の電位と前記第２の電位との高低の
関係とが、逆の関係になり、
　１本の前記映像信号線に前記ＴＦＴ素子を介して接続された複数個の前記第１の電極に
加える前記第１の電圧は、当該複数個の前記第１の電極のすべてに１回ずつ前記第１の電
圧を加える１フレーム期間を、概ね同じ長さのＲ個の１／Ｒフレーム期間に分割し、
　１個の前記１／Ｒフレーム期間に前記映像信号線を介して前記第１の電極に加える前記
第１の電圧は、当該第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高低の関係が同じ関係
になり、かつ、
　前記１フレーム期間において連続する２個の前記１／Ｒフレーム期間に前記映像信号線
を介して前記第１の電極に加える前記第１の電圧は、一方の前記１／Ｒフレーム期間にお
ける前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高低の関係と、他方の前記１／Ｒ
フレーム期間における前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高低の関係とが
、逆の関係になるように加え、
　１フレーム期間における前記１／Ｒフレーム期間の個数Ｒは、２以上、前記走査信号線
の本数以下の整数のいずれかであることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１の回路は、前記複数個の前記第１の電極に前記第１の電圧を加えるときに、
　それぞれの前記画素における前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との関係が
、前記１フレーム期間毎に逆の関係になるように加えることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項３】
　前記１フレーム期間における前記１／Ｒフレーム期間の個数Ｒは、３以上２０以下の整
数のいずれかであることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルは、２枚の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルであることを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、隣接する２本の映像信号線との間に、一方の映像信
号線に接続された画素電極と、他方の映像信号線に接続された画素電極とが交互に配置さ
れている液晶表示装置に適用して有効な技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アクティブマトリクス方式の液晶表示装置（以下、単に液晶表示装置という）は
、たとえば、テレビやパーソナル・コンピュータ（ＰＣ）用のディスプレイなどに用いら
れている。また、液晶表示装置は、たとえば、携帯電話端末、ＰＤＡ、および携帯型ゲー
ム機などの携帯型電子機器の表示部にも用いられている。
【０００３】
　液晶表示装置は、２枚の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネル、および当該液
晶表示パネルを駆動する駆動回路を有する。また、液晶表示装置は、非発光型の表示装置
であり、たとえば、液晶表示パネルの背面側にバックライト（面状照明装置）が配置され
ている。
【０００４】
　液晶表示パネルの表示領域は、画素電極および対向電極（共通電極と呼ぶこともある）
を有する画素がマトリクス状に配置されており、画素電極と対向電極の電位差により液晶
材料中の液晶分子の向きを制御し、それぞれの画素の階調（明るさ）を制御する。
【０００５】
　また、液晶表示パネルは、複数本の走査信号線、複数本の映像信号線、複数個のアクテ
ィブ素子を有する。アクティブ素子は、たとえば、ＴＦＴ素子であり、表示領域にマトリ
クス状に配置されている。このとき、それぞれのＴＦＴ素子は、ゲートが走査信号線に接
続しており、ドレインが映像信号線に接続している。また、それぞれのＴＦＴ素子のソー
スには、画素電極が接続している。
【０００６】
　ところで、液晶表示パネルを駆動するときには、たとえば、それぞれの画素の対向電極
に加えるコモン電圧の電位を一定にしておき、画素電極に加える階調電圧の電位を変える
ことで、それぞれの画素の階調を制御する。このとき、それぞれの画素における階調電圧
の電位とコモン電圧の電位との高低の関係は、あらかじめ定められたフレーム期間毎（た
とえば、１フレーム期間毎）に反転させる。以下、それぞれの画素における階調電圧の電
位とコモン電圧の電位との高低の関係を、画素の極性という。また、階調電圧の電位がコ
モン電圧の電位よりも高い場合を正極性といい、階調電圧の電位がコモン電圧の電位より
も低い場合を負極性という。
【０００７】
　また、液晶表示パネルの駆動方法には、たとえば、列毎反転駆動、ライン反転駆動、お
よびドット反転駆動などの駆動方法がある。
【０００８】
　従来の一般的な液晶表示パネルにおいて、隣接する２本の映像信号線の間に、映像信号
線の延在方向に沿って配置された複数個の画素電極は、通常、すべての画素電極が、ＴＦ
Ｔ素子（アクティブ素子）を介して同じ１本の映像信号線に接続している。そのため、こ
のような液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動する場合、駆動回路の消費電力および発
熱量が増加するという問題がある。
【０００９】
　上記のような問題に対し、近年、たとえば、隣接する２本の映像信号線との間に、一方
の映像信号線に接続された画素電極と、他方の映像信号線に接続された画素電極とを交互
に配置した液晶表示パネルが提案されている（たとえば、特許文献１を参照。）。
【特許文献１】特開2007－47664号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　液晶表示パネルのそれぞれの画素は、その構成から、たとえば、画素電極と映像信号線
との間に生じる寄生容量を有する。１つの画素の画素電極は、通常、隣接する２本の映像
信号線の間に配置されている。そのため、１つの画素には、隣接する２本の映像信号線の
うちの一方の映像信号線との間に第１の寄生容量が生じ、他方の映像信号線との間に第２
の寄生容量が生じる。
【００１１】
　液晶表示パネルの一方の基板に映像信号線および画素電極を形成する場合、映像信号線
と画素電極は、それぞれ別の工程で形成する。このとき、隣接する第１の映像信号線と第
２の映像信号線との間に配置する画素電極は、通常、第１の映像信号線との平面距離と、
第２の映像信号線との平面距離とが同じ距離になるように形成される。
【００１２】
　しかしながら、映像信号線を形成する工程、および画素電極を形成する工程は、それぞ
れ、フォトリソグラフィー技術を用いて形成する。そのため、隣接する第１の映像信号線
と第２の映像信号線との間に配置される画素電極の形成位置にずれが生じ、たとえば、第
１の映像信号線との平面距離と、第２の映像信号線との平面距離とが異なる距離になるこ
とがある。
【００１３】
　また、第１の映像信号線と第２の映像信号線との間に配置された複数個の画素電極の形
成位置に、走査信号線の延在方向に沿ったずれが生じる場合、通常、すべての画素電極の
形成位置が同じ方向、すなわち、第１の映像信号線側または第２の映像信号線側のいずれ
かにずれる。
【００１４】
　このように、画素電極の形成位置が第１の映像信号線側または第２の映像信号線側にず
れると、たとえば、画素電極と第１の映像信号線との間に生じる第１の寄生容量の大きさ
と、当該画素電極と第２の映像信号線との間に生じる第２の寄生容量の大きさに違いが生
じ、画素電極の電位が変動する。
【００１５】
　特許文献１に記載されたような液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動する場合、１フ
レーム期間中、第１の映像信号線に入力される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との高
低の関係、および第２の映像信号線に入力される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との
高低の関係は、それぞれ常に同じ関係である。また、１フレーム期間中に、第１の映像信
号線に入力される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との高低の関係と、第２の映像信号
線に入力される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との高低の関係とは、反対の関係であ
る。
【００１６】
　したがって、特許文献１に記載されたような液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動す
る場合、画素電極と第１の映像信号線との間に生じる第１の寄生容量の大きさと、当該画
素電極と第２の映像信号線との間に生じる第２の寄生容量の大きさに違いが生じると、た
とえば、画素電極の電位の変動に偏りが生じ、画質が低下するという問題があった。
【００１７】
　本発明の目的は、液晶表示装置の画質の低下を防ぐことが可能な技術を提供することに
ある。
【００１８】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。



(5) JP 2010-60856 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

【００２０】
　（１）第１の電極および第２の電極を有する画素がマトリクス状に配置されている表示
パネルと、前記第１の電極に第１の電圧を加える第１の回路と、前記第２の電極に第２の
電圧を加える第２の回路とを有し、前記表示パネルは、複数個の前記第１の電極、１個ま
たは複数個の前記第２の電極、複数本の走査信号線、複数本の映像信号線、および複数個
のＴＦＴ素子を有する表示装置であって、前記複数個の前記第１の電極は、それぞれ、前
記ＴＦＴ素子を介して１本の前記映像信号線に接続しており、隣接する第１の映像信号線
と第２の映像信号線との間には、前記ＴＦＴ素子を介して前記第１の映像信号線に接続さ
れた前記第１の電極と、前記ＴＦＴ素子を介して前記第２の映像信号線に接続された前記
第１の電極とが、前記映像信号線の延在方向に沿って交互に配置されており、前記映像信
号線を挟んで隣接する２個の前記第１の電極は、それぞれ、前記ＴＦＴ素子を介して接続
している前記映像信号線との向きの関係が同じ関係であり、前記第２の回路は、それぞれ
の前記画素の前記第２の電極に、あらかじめ定められた電位の前記第２の電圧を加え、前
記第１の回路は、それぞれの前記画素の前記第１の電極に前記第１の電圧を加えるときに
、前記映像信号線を挟んで隣接する２個の前記第１の電極に加える前記第１の電圧は、一
方の前記第１の電極に加える前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高低の関
係と、他方の前記第１の電極に加える前記第１の電圧の電位と前記第２の電位との高低の
関係とが、逆の関係になり、１本の前記映像信号線に前記ＴＦＴ素子を介して接続された
複数個の前記第１の電極に加える前記第１の電圧は、当該複数個の前記第１の電極のすべ
てに１回ずつ前記第１の電圧を加える１フレーム期間を、概ね同じ長さのＲ個の１／Ｒフ
レーム期間に分割し、１個の前記１／Ｒフレーム期間に前記映像信号線を介して前記第１
の電極に加える前記第１の電圧は、当該第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との高
低の関係が同じ関係になり、かつ、前記１フレーム期間において連続する２個の前記１／
Ｒフレーム期間に前記映像信号線を介して前記第１の電極に加える前記第１の電圧は、一
方の前記１／Ｒフレーム期間における前記第１の電圧の電位と前記第２の電圧の電位との
高低の関係と、他方の前記１／Ｒフレーム期間における前記第１の電圧の電位と前記第２
の電圧の電位との高低の関係とが、逆の関係になるように加え、１フレーム期間における
前記１／Ｒフレーム期間の個数Ｒは、２以上、前記走査信号線の本数以下の整数のいずれ
かである表示装置。
【００２１】
　（２）前記（１）の表示装置において、前記第１の回路は、前記複数個の前記第１の電
極に前記第１の電圧を加えるときに、それぞれの前記画素における前記第１の電圧の電位
と前記第２の電圧の電位との関係が、前記１フレーム期間毎に逆の関係になるように加え
る表示装置。
【００２２】
　（３）前記（１）の表示装置において、前記１フレーム期間における前記１／Ｒフレー
ム期間の個数Ｒは、３以上２０以下の整数のいずれかである表示装置。
【００２３】
　（４）前記（１）の表示装置において、前記表示パネルは、２枚の基板の間に液晶材料
を封入した液晶表示パネルである表示装置。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の表示装置によれば、液晶表示装置の画質の低下を防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００２６】
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　図１（ａ）乃至図１（ｃ）は、本発明に関わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模
式図である。
  図１（ａ）は、液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式図である。図１（ｂ）は、液
晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式図である。図１（ｃ）は、液晶表
示パネルの１つの画素の回路構成の別の表現方法の一例を示す模式図である。
【００２７】
　本発明は、たとえば、液晶表示装置に適用される。液晶表示装置は、たとえば、図１（
ａ）に示すように、液晶表示パネル１、第１の駆動回路２、第２の駆動回路３、制御回路
４、およびバックライト５を有する。
【００２８】
　液晶表示パネル１は、第１の基板および第２の基板の２枚の基板の間に液晶材料を封入
した表示パネルである。このとき、第１の基板には、たとえば、複数本の走査信号線ＧＬ
および複数本の映像信号線ＤＬが設けられている。なお、図１（ａ）には、複数本の走査
信号線ＧＬのうちの一部、および複数本の映像信号線ＤＬのうちの一部のみを示しており
、実際の液晶表示パネルには、さらに多数本の走査信号線ＧＬおよび映像信号線ＤＬが設
けられている。
【００２９】
　液晶表示パネル１の表示領域ＤＡは、複数の画素がマトリクス状に配置されており、表
示領域ＤＡにおいて１つの画素が占有する領域は、隣接する２本の走査信号線ＧＬと隣接
する２本の映像信号線ＤＬとで囲まれる領域に相当する。このとき、１つの画素は、たと
えば、図１（ｂ）に示すように、ＴＦＴ素子Ｔｒ（アクティブ素子）および画素電極ＰＸ
を有する。また、１つの画素は、図１（ｂ）には示していない対向電極を有し、画素電極
ＰＸ、対向電極、および液晶材料による画素容量ＣＬＣ（液晶容量と呼ぶこともある）が
形成されている。また、１つの画素には、たとえば、画素電極ＰＸ、保持容量線ＳｔｇＬ
、および絶縁層による保持容量ＣＳＴＧ（補助容量または蓄積容量と呼ぶこともある）が
形成されている。なお、近年の液晶表示パネルでは、保持容量ＣＳＴＧを設けない場合も
ある。
【００３０】
　また、図１（ｂ）に示した例では、ＴＦＴ素子Ｔｒのゲートが、隣接する２本の走査信
号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１のうちの下側の走査信号線ＧＬｍ＋１に接続しているが、これに
限らず、上側の走査信号線ＧＬｍに接続していてもよい。
【００３１】
　また、図１（ｂ）に示した例では、ＴＦＴ素子Ｔｒのドレインが、隣接する２本の映像
信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１のうちの左側の映像信号線ＤＬｎに接続しているが、本発明に
関わる液晶表示装置では、後述するように、１つの表示領域ＤＡにＴＦＴ素子Ｔｒのドレ
インが左側の映像信号線ＤＬｎに接続している画素と、右側の映像信号線ＤＬｎ＋１に接
続している画素が存在する。
【００３２】
　なお、ＴＦＴ素子Ｔｒのドレインとソースは、バイアスの関係、すなわちＴＦＴ素子Ｔ
ｒがオンになったときの映像信号線ＤＬの電位と画素電極ＰＸの電位との関係によって入
れ替わるが、本明細書では、映像信号線ＤＬに接続しているほうをドレインという。
【００３３】
　また、１つの画素の回路構成を図示するときには、たとえば、図１（ｃ）に示すように
、ＴＦＴ素子Ｔｒおよび画素電極ＰＸのみを示すこともある。以下の説明で参照する図面
において、画素の回路構成を図示するときには、図１（ｃ）に示したような簡略化した構
成で示す。
【００３４】
　第１の駆動回路２は、それぞれの各画素に加える階調電圧（映像信号）を生成し、映像
信号線ＤＬに出力する駆動回路である。第１の駆動回路２における階調電圧の生成方法に
ついては、後述する。



(7) JP 2010-60856 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

【００３５】
　第２の駆動回路３は、第１の駆動回路２から映像信号線ＤＬに出力された階調電圧を加
える画素（画素電極ＰＸ）を選択する駆動回路である。このとき、第２の駆動回路３は、
複数本の走査信号線ＧＬのそれぞれに、１フレーム期間を１周期とする走査信号を出力し
ている。１本の走査信号線ＧＬに出力する走査信号は、たとえば、１フレーム期間を走査
信号線の本数で除した期間（１ライン選択期間）の間だけＨレベルの電位であり、残りの
期間はＬレベルの電位であるような電圧信号である。また、それぞれの走査信号線ＧＬに
出力する走査信号は、電位がＨレベルである期間が異なる。なお、Ｈレベルの電位は、Ｔ
ＦＴ素子Ｔｒがオン（導通状態）になる電位であり、Ｌレベルの電位は、ＴＦＴ素子Ｔｒ
がオフ（非導通状態）になる電位である。
【００３６】
　第１の駆動回路２および第２の駆動回路３は、それぞれ、たとえば、液晶表示パネル１
または液晶表示パネル１に接続されたフレキシブルプリント配線板（図示しない）に搭載
されたＩＣチップに形成されていてもよいし、液晶表示パネル１（第１の基板）に内蔵さ
れていてもよい。
【００３７】
　制御回路４は、外部からの入力信号や電力に基づき、第１の駆動回路２および第２の駆
動回路３の動作、バックライト５の動作（たとえば、輝度）などを制御する回路である。
また、制御回路４は、たとえば、対向電極や保持容量線ＳｔｇＬに加える電圧を生成する
回路などが形成されている。
【００３８】
　バックライト５は、たとえば、冷陰極蛍光管などの蛍光管、発光ダイオード（ＬＥＤ）
などの発光素子であり、当該発光素子が発した光は、図示していない反射板、光拡散板、
プリズムシートなどを利用して面状光線に変換した後、液晶表示パネル１に照射される。
【００３９】
　図２は、従来の液晶表示パネルにおける画素電極と映像信号線との接続方法の一例を示
す模式図である。
  なお、図２には、表示領域ＤＡの左上の角部にある横６画素、縦５画素分の領域の画素
の配置の一例を示している。また、図２において、それぞれの画素電極ＰＸに記したＲｍ

，ｕ、Ｇｍ，ｕ、Ｂｍ，ｕ（ｍ＝１，２，３，４，５。ｕ＝１，２）は、それぞれの画素
電極ＰＸに加える階調電圧である。
【００４０】
　従来の一般的な液晶表示パネル１は、たとえば、図２に示すように、隣接する２本の映
像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１（ｎ＝１，２，３，４，５，６）の間に、映像信号線ＤＬｎ

の延在方向に沿って並んだ画素電極ＰＸのそれぞれに接続しているＴＦＴ素子Ｔｒのドレ
インが、すべて同じ映像信号線ＤＬｎに接続している。このとき、隣接する２本の走査信
号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１（ｍ＝０，１，２，３，４）の間に、走査信号線ＧＬｍの延在方
向に沿って並んだ画素電極ＰＸのそれぞれに接続しているＴＦＴ素子Ｔｒのゲートは、す
べて同じ走査信号線ＧＬｍ＋１に接続している。なお、図２において、ＧＬ０は、ダミー
の走査信号線である。
【００４１】
　以下、画素電極ＰＸと映像信号線ＤＬｎとの接続関係が、図２に示したような関係にな
っている液晶表示パネル１を、整列配置の液晶表示パネルという。
【００４２】
　液晶表示パネル１が、ＲＧＢ方式のカラー表示に対応している場合、１つの画素は赤色
（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｂ）のうちのいずれか一色の階調表示を行う。このと
き、映像や画像の１ドットの色は、一般に、走査信号線ＧＬｍの延在方向に沿って連続す
る３つの画素で表現し、添え字ｍ，ｕの組み合わせが同じ階調電圧Ｒｍ，ｎ，Ｇｍ，ｕ，
Ｂｍ，ｕ（たとえば、Ｒ１，１，Ｇ１，１，Ｂ１，１）が加えられる３つの画素で表現す
る。階調電圧Ｒｍ，ｕが加えられる画素電極ＰＸを有する画素は、赤色の階調表示を行う
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画素であり、赤色のカラーフィルタを有する。階調電圧Ｇｍ，ｕが加えられる画素電極Ｐ
Ｘを有する画素は、緑色の階調表示を行う画素であり、緑色のカラーフィルタを有する。
階調電圧Ｂｍ，ｕが加えられる画素電極ＰＸを有する画素は、青色の階調表示を行う画素
であり、青色のカラーフィルタを有する。
【００４３】
　整列配置の液晶表示パネル１を駆動するときには、たとえば、次のような駆動方法で駆
動する。
【００４４】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、図２に示した液晶表示パネルの駆動方法の一例を示す
模式図である。
  図３（ａ）は、液晶表示パネルを列毎反転駆動で駆動するときの画素の極性を示す模式
図である。図３（ｂ）は、階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である。
  なお、図３（ａ）には、図２と同じ部分、すなわち表示領域ＤＡの左上の角部にある横
６画素、縦５画素分の領域の画素の極性の一例を示している。
【００４５】
　液晶表示パネル１を駆動するときには、それぞれの画素において、画素電極ＰＸに加え
た階調電圧と対向電極に加えたコモン電圧との電位差で変わる電界の強度により液晶材料
中の液晶分子の向き（配向）を制御し、たとえば、バックライト５からの光の透過量を制
御する。このとき、それぞれの画素における階調電圧の電位とコモン電圧の電位との高低
の関係、すなわちそれぞれの画素の極性は、あらかじめ定められたフレーム期間毎（たと
えば、１フレーム期間毎）に反転させる。なお、１フレーム期間は、すべての画素の画素
電極ＰＸに１回ずつ階調電圧を加える期間であり、一般的な液晶表示装置の場合、たとえ
ば、１／６０秒または１／１２０秒である。
【００４６】
　また、液晶表示パネル１の駆動方法を、１フレーム期間における各画素の極性の観点で
分類すると、列毎反転駆動、ライン反転駆動、ドット反転駆動の３種類に大別される。
【００４７】
　列毎反転駆動は、たとえば、図３（ａ）に示すように、１フレーム期間における各画素
の極性を見たときに、走査信号線ＧＬｍの延在方向で隣接する２つの画素の極性は反対の
極性であり、映像信号線ＤＬｎの延在方向に並んだ複数個の画素の極性は同じ極性である
駆動方法である。なお、図３（ａ）において、それぞれの画素電極ＰＸに示した＋または
－の記号は、当該画素電極ＰＸを有する画素の極性を表しており、＋は階調電圧の電位が
コモン電圧の電位よりも高い正極性の画素であり、－は階調電圧の電位がコモン電圧の電
位よりも低い負極性の画素であることを意味する。
【００４８】
　整列配置の液晶表示パネル１を列毎反転駆動で駆動する場合、第１の駆動回路２は、た
とえば、図３（ｂ）に示すような順番で、それぞれの階調電圧Ｒｍ，ｕ，Ｇｍ，ｕ，Ｂｍ

，ｕ（ｍ＝１，２，３，・・・，Ｍ。ｕ＝１，２，・・・，Ｎ）を、所定の映像信号線Ｄ
Ｌｎ（ｎ＝１，２，３，・・・，３Ｎ）に加える（出力する）。なお、図３（ｂ）におい
て、ＦＬＭｉ，ＦＬＭｉ＋１は、それぞれフレーム期間であり、ＨＳｍは、走査信号線Ｇ
Ｌｍの走査信号がＨレベルになるライン選択期間である。
【００４９】
　このとき、１本の映像信号線ＤＬｎに加わる階調電圧は、１フレーム期間中に出力され
る階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係が常に同じである。また、それぞれの階調
電圧の電位とコモン電圧の電位との関係は、１フレーム期間毎に反転する。
【００５０】
　また、図を参照した説明は省略するが、ライン反転駆動は、たとえば、１フレーム期間
における各画素の極性を見たときに、映像信号線ＤＬｎの延在方向で隣接する２つの画素
の極性は反対の極性であり、走査信号線ＧＬｍの延在方向に並んだ複数個の画素の極性は
同じ極性である駆動方法である。
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【００５１】
　図４（ａ）および図４（ｂ）は、図２に示した液晶表示パネルの駆動方法の別の一例を
示す模式図である。
  図４（ａ）は、液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動するときの画素の極性を示す模
式図である。図４（ｂ）は、階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である。
  なお、図４（ａ）には、図２と同じ部分、すなわち表示領域ＤＡの左上の角部にある横
６画素、縦５画素分の領域の画素の極性の一例を示している。
【００５２】
　ドット反転駆動は、たとえば、図４（ａ）に示すように、１フレーム期間における各画
素の極性を見たときに、走査信号線ＧＬｍの延在方向で隣接する２つの画素の極性が反対
の極性であり、かつ、映像信号線ＤＬｎの延在方向で隣接する２つの画素の極性も反対の
極性である駆動方法である。なお、図４（ａ）において、それぞれの画素電極ＰＸに示し
た＋または－の記号は、当該画素電極ＰＸを有する画素の極性を表しており、＋は階調電
圧の電位がコモン電圧の電位よりも高い正極性の画素であり、－は階調電圧の電位がコモ
ン電圧の電位よりも低い負極性の画素であることを意味する。
【００５３】
　整列配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動する場合、第１の駆動回路２は、
たとえば、図４（ｂ）に示すような順番で、それぞれの階調電圧Ｒｍ，ｕ，Ｇｍ，ｕ，Ｂ

ｍ，ｕ（ｍ＝１，２，３，・・・，Ｍ。ｕ＝１，２，・・・，Ｎ）を、所定の映像信号線
ＤＬｎ（ｎ＝１，２，３，・・・，３Ｎ）に出力する。なお、図４（ｂ）において、ＦＬ
Ｍｉ，ＦＬＭｉ＋１は、それぞれフレーム期間であり、ＨＳｍは、走査信号線ＧＬｍの走
査信号がＨレベルになるライン選択期間である。
【００５４】
　このとき、１本の映像信号線ＤＬｎに出力される階調電圧は、１フレーム期間中に出力
される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係が１ライン選択期間ＨＳｍ毎に反転し
ている。また、それぞれの階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係は、１フレーム期
間毎に反転する。
【００５５】
　列毎反転駆動は、走査信号線ＧＬｍの延在方向で隣接する２つの画素の極性は反対の極
性であるものの、映像信号線ＤＬｎの延在方向で隣接する２つの画素の極性は同じ極性で
ある。そのため、液晶表示パネル１に表示される映像や画像に、たとえば、視線移動の縦
筋流れと呼ばれる現象が発生し、画質が低下する。
【００５６】
また、ライン反転駆動は、映像信号線ＤＬｎの延在方向で隣接する２つの画素の極性は反
対の極性であるものの、走査信号線ＧＬｍの延在方向に並んだ複数個の画素の極性は同じ
極性である。そのため、液晶表示パネル１に表示される映像や画像に、たとえば、横スメ
アまたは残像と呼ばれる現象が発生し、画質が低下する。
【００５７】
　したがって、整列配置の液晶表示パネル１の駆動方法は、画質を向上させるという観点
ではドット反転駆動が望ましい。
【００５８】
　一方、整列配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動またはライン反転駆動で駆動させ
る場合は、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬｎに入力する階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を、１ライン選択期間ＨＳｍ毎に反転させる必要がある。そのため
、第１の駆動回路２の消費電力および発熱量が増加する。
【００５９】
　したがって、整列配置の液晶表示パネル１を有する液晶表示装置は、第１の駆動回路２
の消費電力および発熱量を低減するという観点では列毎反転駆動が望ましい。
【００６０】
　図５は、本発明に関わる液晶表示パネルにおける画素の配置の一例を示す模式図である
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。
【００６１】
　整列配置の液晶表示パネル１を有する液晶表示装置は、上記のように、画質の低下を防
ぐことと、第１の駆動回路２の消費電力および発熱量を低減することを両立させることが
難しい。
【００６２】
　画質の低下を防ぐことと、第１の駆動回路２の消費電力および発熱量を低減することを
両立させる方法としては、たとえば、液晶表示パネル１における各画素の配置を、図５に
示すような配置にする方法が提案されている。なお、図５には、表示領域ＤＡの左上の角
部にある横６画素、縦５画素分の領域の画素の配置の一例を示している。また、図５にお
いて、ＧＬ０はダミーの走査信号線、ＤＬ０はダミーの映像信号線である。
【００６３】
　また、図５において、それぞれの画素電極ＰＸに記したＲｍ，ｕ、Ｇｍ，ｕ、Ｂｍ，ｕ

（ｍ＝１，２，３，４，５。ｕ＝１，２）は、それぞれの画素電極ＰＸに加える階調電圧
である。
【００６４】
　また、図５において、隣接する２本の映像信号線ＤＬ０，ＤＬ１の間に配置されている
画素電極ＰＸは、表示領域ＤＡの外側に配置されるダミーの画素電極であり、当該ダミー
の画素電極ＰＸに記したＤｍ，０は、ダミーの階調電圧である。
【００６５】
　図５に示した液晶表示パネルにおいて、隣接する２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１

の間には、ＴＦＴ素子Ｔｒを介して一方の映像信号線ＤＬｎに接続している画素電極ＰＸ
と、ＴＦＴ素子Ｔｒを介して他方の映像信号線ＤＬｎ＋１に接続している画素電極ＰＸと
が、映像信号線ＤＬｎの延在方向に沿って交互に並んでいる。
【００６６】
　このとき、１本の映像信号線ＤＬｎ（ｎ＝１，２，３，・・・，３Ｎ＋１）に接続して
いるＴＦＴ素子Ｔｒをみると、添え字ｍが奇数の走査信号線ＧＬｍにゲートが接続してい
るＴＦＴ素子Ｔｒと、添え字ｍが偶数の走査信号線ＧＬｍにゲートが接続しているＴＦＴ
素子Ｔｒとは、走査信号線の延在方向でみた映像信号線ＤＬｎとの位置関係が反転してい
る。以下、図５に示したような画素の配置を、千鳥配置という。
【００６７】
　また、図２に示した整列配置の液晶表示パネル１は、走査信号線ＧＬｍの延在方向に沿
って３Ｎ個（Ｎドット分）の画素が並んでいる場合、表示領域ＤＡの画素電極ＰＸに加え
る階調電圧を伝送する映像信号線ＤＬは３Ｎ本である。
【００６８】
　これに対し、千鳥配置の液晶表示パネル１は、走査信号線ＧＬｍの延在方向に沿って３
Ｎ個（Ｎドット分）の画素が並んでいる場合、表示領域ＤＡの画素電極ＰＸに加える階調
電圧を伝送する映像信号線ＤＬは３Ｎ＋１本である。このとき、表示領域ＤＡの右端に配
置される映像信号線ＤＬ３Ｎ＋１に接続している画素電極ＰＸは、添え字ｍが奇数の走査
信号線ＧＬｍにゲートが接続しているＴＦＴ素子Ｔｒを介して接続している画素電極ＰＸ
がダミーの画素電極になる。また、図５に示した例では、表示領域ＤＡの右端に配置され
る映像信号線ＤＬ３Ｎ＋１に接続している画素電極ＰＸのうちの、添え字ｍが偶数の走査
信号線ＧＬｍにゲートが接続しているＴＦＴ素子Ｔｒを介して接続している画素電極ＰＸ
が階調電圧Ｂｍ，Ｎを加える画素電極になる。
【００６９】
　図６（ａ）および図６（ｂ）は、図５に示した液晶表示パネルの駆動方法の一例を示す
模式図である。
  図６（ａ）は、図５に示した液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動するときの画素の
極性を示す模式図である。図６（ｂ）は、階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である
。
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  なお、図６（ａ）には、図５と同じ部分、すなわち表示領域ＤＡの左上の角部にある横
６画素、縦５画素分の領域の画素の極性の一例を示している。
【００７０】
　千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動するときには、たとえば、図６（
ａ）に示すように、１フレーム期間における各画素の極性を見たときに、映像や画像の表
示に寄与する階調電圧Ｒｍ，ｕ，Ｇｍ，ｕ，Ｂｍ，ｕが加わる画素電極ＰＸを有する画素
の極性がドット反転になるようにする。なお、図６（ａ）において、それぞれの画素電極
ＰＸに示した＋または－の記号は、当該画素電極ＰＸを有する画素の極性を表している。
【００７１】
　千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動する場合、第１の駆動回路２は、
たとえば、図６（ｂ）に示すような順番で、それぞれの階調電圧Ｒｍ，ｕ，Ｇｍ，ｕ，Ｂ

ｍ，ｕ（ｍ＝１，２，３，・・・，Ｍ。ｕ＝１，２，・・・，Ｎ）を、所定の映像信号線
ＤＬｎ（ｎ＝１，２，３，・・・，３Ｎ＋１）に出力する。
【００７２】
　このとき、表示領域ＤＡの左端に配置される映像信号線ＤＬ１は、図６に示したように
、添え字ｍが偶数の走査信号線ＧＬｍの走査信号がＨレベルになるライン選択期間ＨＳｍ

に、ダミーの階調電圧Ｄｍ，０が入力される。このダミーの階調電圧Ｄｍ，０が加えられ
る画素電極ＰＸを有する画素は、映像や画像の表示に寄与しないので、ダミーの階調電圧
Ｄｍ，０は任意の電位の電圧信号でよい。したがって、第１の駆動回路２においてダミー
の階調電圧Ｄｍ，０を生成するときには、ダミーの階調電圧Ｄｍ，０の電位とコモン電圧
の電位との高低の関係が、映像信号線ＤＬ１に入力する階調電圧Ｒｍ，１の電位とコモン
電圧の電位との高低の関係と同じ関係になるように生成する。
【００７３】
　また、図示は省略するが、表示領域ＤＡの右端に配置される映像信号線ＤＬ３Ｎ＋１は
、添え字ｍが奇数の走査信号線ＧＬｍの走査信号がＨレベルになるライン選択期間ＨＳｍ

に、ダミーの階調電圧が入力される。したがって、第１の駆動回路２において映像信号線
ＤＬ３Ｎ＋１に加えるダミーの階調電圧を生成するときには、ダミーの階調電圧の電位と
コモン電圧の電位との高低の関係が、映像信号線ＤＬ３Ｎ＋１に入力する階調電圧Ｂｍ，

Ｎの電位とコモン電圧の電位との高低の関係と同じ関係になるように生成する。
【００７４】
　こうすると、１本の映像信号線ＤＬｎに出力される階調電圧は、１フレーム期間中に出
力される階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係がすべて同じ関係になる。また、そ
れぞれの階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係は、１フレーム期間毎に反転する。
【００７５】
　すなわち、図５に示した千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動する場合
の、第１の駆動回路２における階調電圧の生成処理は、整列配置の液晶表示パネルを列毎
反転駆動で駆動する場合の生成処理に相当する。したがって、千鳥配置の液晶表示パネル
１を有する液晶表示装置は、画質の低下を防ぐことと、第１の駆動回路２の消費電力およ
び発熱量を低減することを両立させることができる。
【００７６】
　図７および図８は、千鳥配置の液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動する場合の問題
点の一例を説明するための模式図である。
  図７は、千鳥配置の液晶表示パネルにおける寄生容量の一例を示す模式図である。図８
は、図７に示した画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【００７７】
　千鳥配置の液晶表示パネル１において、複数本の映像信号線ＤＬおよび画素電極ＰＸは
、ともに第１の基板に配置される。このとき、隣接する２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ

＋１の間に配置する画素電極ＰＸは、通常、一方の映像信号線ＤＬｎとの平面距離と、他
方の映像信号線ＤＬｎ＋１との平面距離とが、同じ距離になるように形成する。
【００７８】
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　しかしながら、複数本の映像信号線ＤＬを形成する工程と、画素電極ＰＸを形成する工
程とは、独立した工程であり、かつ、それぞれの工程は、フォトリソグラフィー技術を利
用して行われる。そのため、実際に得られた第１の基板（液晶表示パネル１）において、
隣接する２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１と、その間に配置された画素電極ＰＸとの
位置関係を調べたときに、たとえば、画素電極ＰＸと映像信号線ＤＬｎとの平面距離が、
画素電極ＰＸと他方の映像信号線ＤＬｎ＋１との平面距離よりも短くなることがある。
【００７９】
　液晶表示パネル１のように、隣接する２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１の間に画素
電極ＰＸｍを配置した場合、当該画素電極ＰＸｍと一方の映像信号線ＤＬｎとの間に第１
の寄生容量が生じ、当該画素電極ＰＸｍと他方の映像信号線ＤＬｎ＋１との間に第２の寄
生容量が生じる。
【００８０】
　このとき、画素電極ＰＸｍと映像信号線ＤＬｎとの平面距離が、当該画素電極ＰＸｍと
映像信号線ＤＬｎ＋１との平面距離よりも短いと、たとえば、図７に示すように、第１の
寄生容量が第２の寄生容量よりも大きくなる。またこのとき、隣接する２本の映像信号線
ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１の間に配置されたＭ個の画素電極ＰＸｍの形成位置にずれが生じる場
合、通常、同じ方向にずれが生じる。したがって、隣接する２本の映像信号線ＤＬｎ，Ｄ
Ｌｎ＋１の間に配置された画素電極ＰＸｍを有する画素は、それぞれ、第１の寄生容量の
ほうが大きくなる。
【００８１】
　またこのとき、千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動すると、１フレー
ム期間中に、それぞれの映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との関係は、常に同じ関係である。そのため、図７に示した、画素電極ＰＸｐ

の電位ＶＰｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画
素電極ＰＸｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、それぞれ、たとえば、図８に示すように推移する
。
【００８２】
　なお、図８において、ＶＧｐ，ＶＧｐ＋１，ＶＧｑ，ＶＧｑ＋１は、それぞれ、図７に
示した走査信号線ＧＬｐ，ＧＬｐ＋１，ＧＬｑ，ＧＬｑ＋１に加わる走査信号である。ま
た、図８において、ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１は、それぞれ、図７に示した映像信号線ＤＬｎ，
ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧である。また、図８に示した例では、説明を簡単にするため
に、１フレーム期間中にそれぞれの映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤ

ｎ，ＶＤｎ＋１の電位を一定にしている。すなわち、図８には、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬ

ｎ＋１を介して階調電圧が書き込まれるすべての画素電極に、同じ電位の階調電圧を加え
る場合を例示している。
【００８３】
　画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐは、走査信号ＶＧｐがＨレベルになるライン選択期間に、
映像信号線ＤＬｎに加わる階調電圧ＶＤｎの電位になり、当該ライン選択期間が終了した
ときに、若干電位が下がる。同様に、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐ＋１は、走査信号ＶＧ

ｐ＋１がＨレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤ

ｎ＋１の電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。その後
、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、フレーム
期間ＦＬＭｉの終了時刻までほぼ一定に保たれる。このとき、電位ＶＰｐとコモン電圧Ｖ
ＣＯＭの電位との電位差と、電位ＶＰｐ＋１とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との電位差とは
、ほぼ同じであり、画素電極ＰＸｐを有する画素と、画素電極ＰＸｐ＋１を有する画素は
、ほぼ同じ明るさである。
【００８４】
　そして、フレーム期間ＦＬＭｉが終了し、次のフレーム期間ＦＬＭｉ＋１が開始する時
点で、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１の電位が反転
すると、それにともない、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位
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ＶＰｐ＋１が変動する。
【００８５】
　このとき、図７に示したように、映像信号線ＤＬｎとの間に生じる第１の寄生容量が、
映像信号線ＤＬｎ＋１との間に生じる第２の寄生容量よりも大きいと、画素電極ＰＸｐの
電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１に対する影響が大きいのは、映像
信号線ＤＬｎの階調電圧ＶＤｎである。そのため、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画
素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、それぞれ、低くなるほうに変動する。したがって
、画素電極ＰＸｐを有する画素は変動前よりも暗くなり、画素電極ＰＸｐ＋１を有する画
素は、変動前よりも明るくなる。
【００８６】
　そして、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐは、フレーム期間ＦＬＭｉ＋１において走査信号
ＶＧｐがＨレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎに加わる階調電圧ＶＤｎの
電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。同様に、画素電
極ＰＸｐの電位ＶＰｐ＋１は、フレーム期間ＦＬＭｉ＋１において走査信号ＶＧｐ＋１が
Ｈレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ＋１の
電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。
【００８７】
　また、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑおよび画素電極ＰＸｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、そ
れぞれ、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１と同様
の推移をするので、詳細な説明は省略する。
【００８８】
　このとき、画素電極ＰＸｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１は、フレーム期間ＦＬＭｉが開始
してからまもない時刻に階調電圧ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１が加えられる。そのため、画素電極
ＰＸｐを有する画素と、画素電極ＰＸｐ＋１を有する画素がほぼ同じ明るさである期間が
長い。
【００８９】
　これに対し、画素電極ＰＸｑおよび画素電極ＰＸｑ＋１は、フレーム期間ＦＬＭｉが開
始してからしばらく経過した時刻に階調電圧ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１が加えられる。そのため
、画素電極ＰＸｑを有する画素と、画素電極ＰＸｑ＋１を有する画素がほぼ同じ明るさで
ある期間が短い。
【００９０】
　フレーム期間ＦＬＭｉが終了し、次のフレーム期間ＦＬＭｉ＋１が開始するときの、階
調電圧ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１の電位の反転にともなう画素電極ＰＸの電位の変動による画素
の明るさの変動の度合いを横筋レベルとし、画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺
の画素における横筋レベルを１とすると、画素電極ＰＸｐを有する画素およびその周辺の
画素における横筋レベルは、ほぼ０である。
【００９１】
　したがって、千鳥配置の液晶表示パネル１を従来のような単純なドット反転駆動で駆動
すると、たとえば、表示領域ＤＡの上端部における横筋レベルと下端部における横筋レベ
ルの差が大きくなり、画質が低下するという問題がある。
【実施例】
【００９２】
　図９（ａ）および図９（ｂ）は、本発明による一実施例の液晶表示パネルの駆動方法の
原理を示す模式図である。
  図９（ａ）は、本発明による一実施例の液晶表示パネルの駆動方法の原理を示す模式図
である。図９（ｂ）は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を
２個の１／２フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図で
ある。
【００９３】
　本実施例では、千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動させたときに生じる画質
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の低下を防ぐための駆動方法について説明する。
【００９４】
　本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法は、基本的には、従来の駆動方法と同様であり
、千鳥配置の液晶表示パネル１をドット反転駆動で駆動させる。ただし、本実施例の駆動
方法では、１フレーム期間中を、概ね同じ長さのＲ個の１／Ｒフレーム期間に分割し、１
フレーム期間に１本の映像信号線ＤＬに入力する階調電圧の電位とコモン電圧の電位との
関係を、１／Ｒフレーム期間毎に反転させる。
【００９５】
　本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において、たとえば、１フレーム期間を２個の１
／２フレーム期間に分割した場合は、１フレーム期間に１本の映像信号線ＤＬに入力する
階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係を、１／２フレーム期間毎に反転させる。そ
のため、１フレーム期間における表示領域ＤＡの各画素の極性は、たとえば、図９（ａ）
に示すようになる。すなわち、表示領域ＤＡの上半分の領域ＤＡ１における各画素の極性
、および下半分の領域ＤＡ２における各画素の極性は、それぞれドット反転駆動で駆動し
たときの関係になり、かつ、２つの領域ＤＡ１，ＤＡ２の境界線を挟んで隣接する２つの
画素の極性が、同じ極性になる。
【００９６】
　図８に示したような画素電極ＰＸの電位の変動に起因する横筋の度合い（横筋レベル）
は、通常、２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧の電位とコモン電圧の
電位との関係が同じ関係である期間で考える。したがって、１本の映像信号線ＤＬに入力
する階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係を、１／２フレーム期間毎に反転させる
場合の横筋は、１／２フレーム期間に階調電圧が加わる画素の間で考えればよい。
【００９７】
　このとき、図７に示したように、画素電極ＰＸｍと映像信号線ＤＬｎとの間に生じる第
１の寄生容量が、画素電極ＰＸｍと映像信号線ＤＬｎ＋１との間に生じる第２の寄生容量
よりも大きくなっており、４つの画素電極ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋１が上
半分の領域ＤＡ１にあるとすると、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の
電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画素電極ＰＸｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は
、それぞれ、たとえば、図９（ｂ）に示すように推移する。
【００９８】
　なお、図９（ｂ）において、ＶＧｐ，ＶＧｐ＋１，ＶＧｑ，ＶＧｑ＋１は、それぞれ、
図７に示した走査信号線ＧＬｐ，ＧＬｐ＋１，ＧＬｑ，ＧＬｑ＋１に加わる走査信号であ
る。また、図９（ｂ）において、ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１は、それぞれ、図７に示した映像信
号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧である。また、図９（ｂ）に示した例では、説
明を簡単にするために、１フレーム期間中にそれぞれの映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に
加わる階調電圧ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１の電位を一定にしている。すなわち、図９（ｂ）には
、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１を介して階調電圧が書き込まれるすべての画素電極ＰＸ
に、同じ電位の階調電圧を加える場合を例示している。
【００９９】
　画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐは、走査信号ＶＧｐがＨレベルになるライン選択期間に、
映像信号線ＤＬｎに加わる階調電圧ＶＤｎの電位になり、当該ライン選択期間が終了した
ときに、若干電位が下がる。同様に、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐ＋１は、走査信号ＶＧ

ｐ＋１がＨレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤ

ｎ＋１の電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。その後
、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐは、前半の１／２フレ
ーム期間の終了時刻までほぼ一定に保たれる。このとき、電位ＶＰｐとコモン電圧ＶＣＯ
Ｍの電位との電位差と、電位ＶＰｐ＋１とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との電位差とは、ほ
ぼ同じであり、画素電極ＰＸｐを有する画素と、画素電極ＰＸｐ＋１を有する画素は、ほ
ぼ同じ明るさである。
【０１００】
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　そして、フレーム期間ＦＬＭｉにおける前半の１／２フレーム期間が終了し、後半の１
／２フレーム期間が開始する時点で、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧Ｖ
Ｄｎ，ＶＤｎ＋１の電位が反転すると、それにともない、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐお
よび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１が変動する。
【０１０１】
　このとき、図７に示したように、映像信号線ＤＬｎとの間に生じる第１の寄生容量が、
映像信号線ＤＬｎ＋１との間に生じる第２の寄生容量よりも大きい場合、画素電極ＰＸｐ

の電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１に対する影響が大きいのは、映
像信号線ＤＬｎの階調電圧ＶＤｎである。そのため、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび
画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、それぞれ、低くなるほうに変動する。したがっ
て、画素電極ＰＸｐを有する画素は変動前よりも暗くなり、画素電極ＰＸｐ＋１を有する
画素は、変動前よりも明るくなる。
【０１０２】
　またこのとき、各画素の極性を１フレーム期間毎に反転させるとすると、フレーム期間
ＦＬＭｉ＋１の前半の１／２フレーム期間における階調電圧ＶＤｎの電位とコモン電圧Ｖ
ＣＯＭの電位との関係、および階調電圧ＶＤｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位と
の関係は、直前のフレーム期間ＦＬＭｉの後半の１／２フレーム期間における関係と同じ
関係になる。
【０１０３】
　そして、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐは、フレーム期間ＦＬＭｉ＋１において走査信号
ＶＧｐがＨレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎに加わる階調電圧ＶＤｎの
電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。同様に、画素電
極ＰＸｐの電位ＶＰｐ＋１は、フレーム期間ＦＬＭｉ＋１において走査信号ＶＧｐ＋１が
Ｈレベルになるライン選択期間に、映像信号線ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ＋１の
電位になり、当該ライン選択期間が終了したときに、若干電位が下がる。
【０１０４】
　また、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑおよび画素電極ＰＸｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、そ
れぞれ、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１と同様
の推移をするので、詳細な説明は省略する。
【０１０５】
　１フレーム期間中に２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，Ｖ
Ｄｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との関係が、１／２フレーム期間毎に反転す
る場合、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、前
半の１／２フレーム期間が終了した時点で変動する。そのため、図８に示した画素電極Ｐ
Ｘｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｐが
図９（ｂ）に示したように推移する画素電極ＰＸｐを有する画素およびその周辺の画素に
おける横筋レベルは、約１／２である。
【０１０６】
　これに対し、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における
横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｑが図９（ｂ）に示したように推移する画素電極ＰＸ

ｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約１（２／２）である。
【０１０７】
　また、図を参照した説明は省略するが、図９（ａ）に示した、表示領域ＤＡの下半分の
領域ＤＡ２にある画素電極ＰＸ、すなわち、フレーム期間の後半の１／２フレーム期間に
階調電圧が加わる画素電極ＰＸの電位も、同様に、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加え
る階調電圧の電位とコモン電圧の電位との高低の関係が反転するときに変動する。
【０１０８】
　このように、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／２フレーム期間毎に反転させた場合、表示領域ＤＡの上下方
向の中心付近における横筋レベルを１としたときに、表示領域ＤＡの上端付近および下端
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付近における横筋レベルが１／２になる。すなわち、１フレーム期間中に１本の映像信号
線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係を１／２フレーム期間毎に反
転させた場合、表示領域ＤＡにおける最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が、図
８に示した場合に比べて小さくなる。したがって、１フレーム期間中に１本の映像信号線
ＤＬに加える階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係を１／２フレーム期間毎に反転
させた場合、横筋による画質の低下を目立ちにくくすることができる。
【０１０９】
　図１０は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を３個の１／
３フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【０１１０】
　本実施例の液晶表示パネルの駆動方法では、たとえば、１フレーム期間を３個の１／３
フレーム期間に分割し、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電
位とコモン電圧の電位との関係を、１／３フレーム期間毎に反転させてもよい。
【０１１１】
　このとき、図７（ａ）に示した４つの画素電極ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋

１が、たとえば、１フレーム期間における３個の１／３フレーム期間のうちの、最初の１
／３フレーム期間に階調電圧が加わる画素電極であるとすると、画素電極ＰＸｐの電位Ｖ
Ｐｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画素電極Ｐ
Ｘｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、それぞれ、たとえば、図１０に示すように推移する。
【０１１２】
　１フレーム期間中に２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，Ｖ
Ｄｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との関係が、１／３フレーム期間毎に反転す
る場合、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、最
初の１／３フレーム期間が終了した時点、２番目の１／２フレーム期間が終了した時点、
および最後の１／３フレーム期間が終了した時点で変動する。そのため、図８に示した画
素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルを１とすると、電位
ＶＰｐが図１０に示したように推移する画素電極ＰＸｐを有する画素およびその周辺の画
素における横筋レベルは、約１／３である。
【０１１３】
　これに対し、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における
横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｑが図１０に示したように推移する画素電極ＰＸｑを
有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約２／３である。
【０１１４】
　また、図を参照した説明は省略するが、図１０に示した、１フレーム期間の２番目の１
／３フレーム期間または最後の１／３フレーム期間に階調電圧が加わる画素電極ＰＸの電
位も、同様に、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加える階調電圧の電位とコモン電圧の電
位との高低の関係が反転するときに変動する。
【０１１５】
　このように、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／３フレーム期間毎に反転させた場合、表示領域ＤＡにおける
最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が、図８に示した場合に比べて小さくなる。
したがって、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との関係を１／３フレーム期間毎に反転させた場合も、横筋による画質の低下
を目立ちにくくすることができる。
【０１１６】
　図１１は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を４個の１／
４フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【０１１７】
　本実施例の液晶表示パネルの駆動方法では、たとえば、１フレーム期間を４個の１／４
フレーム期間に分割し、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電
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位とコモン電圧の電位との関係を、１／４フレーム期間毎に反転させてもよい。
【０１１８】
　このとき、図７（ａ）に示した４つの画素電極ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋

１が、たとえば、１フレーム期間における４個の１／４フレーム期間のうちの、最初の１
／４フレーム期間に階調電圧が加わる画素電極であるとすると、画素電極ＰＸｐの電位Ｖ
Ｐｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画素電極Ｐ
Ｘｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、それぞれ、たとえば、図１１に示すように推移する。
【０１１９】
　１フレーム期間中に２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，Ｖ
Ｄｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との関係が、１／４フレーム期間毎に反転す
る場合、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、当
該１フレーム期間における２番目の１／４フレーム期間および３番目の１／４フレーム期
間が終了した時点で変動する。そのため、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およ
びその周辺の画素における横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｐが図１１に示したように
推移する画素電極ＰＸｐを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約１
／２（２／４）である。
【０１２０】
　これに対し、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における
横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｑが図１１に示したように推移する画素電極ＰＸｑを
有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約３／４である。
【０１２１】
　また、図を参照した説明は省略するが、図１１に示した、１フレーム期間の２番目の１
／４フレーム期間から最後の１／４フレーム期間のいずれかで階調電圧が加わる画素電極
ＰＸの電位も、同様に、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との高低の関係が反転するときに変動する。
【０１２２】
　このように、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／４フレーム期間毎に反転させた場合、表示領域ＤＡにおける
最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が、図８に示した場合に比べて小さくなる。
したがって、１フレーム期間中に、１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／４フレーム期間毎に反転させた場合も、横筋による画質の低
下を目立ちにくくすることができる。
【０１２３】
　図１２は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を５個の１／
５フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【０１２４】
　本実施例の液晶表示パネルの駆動方法では、たとえば、１フレーム期間を５個の１／５
フレーム期間に分割し、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電
位とコモン電圧の電位との関係を、１／５フレーム期間毎に反転させてもよい。
【０１２５】
　このとき、図７（ａ）に示した４つの画素電極ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋

１が、たとえば、１フレーム期間における５個の１／５フレーム期間のうちの、最初の１
／５フレーム期間に階調電圧が加わる画素電極であるとすると、画素電極ＰＸｐの電位Ｖ
Ｐｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画素電極Ｐ
Ｘｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、それぞれ、たとえば、図１２に示すように推移する。
【０１２６】
　１フレーム期間中に２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，Ｖ
Ｄｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との関係が、１／５フレーム期間毎に反転す
る場合、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐは、当該１
フレーム期間におけるそれぞれの１／５フレーム期間が終了した時点で変動する。そのた
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め、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベル
を１とすると、電位ＶＰｐが図１２に示したように推移する画素電極ＰＸｐを有する画素
およびその周辺の画素における横筋レベルは、約２／５である。
【０１２７】
　これに対し、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における
横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｑが図１２に示したように推移する画素電極ＰＸｑを
有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約３／５である。
【０１２８】
　また、図を参照した説明は省略するが、図１２に示した、１フレーム期間の２番目の１
／５フレーム期間から最後の１／２フレーム期間のいずれかで階調電圧が加わる画素電極
ＰＸの電位も、同様に、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との高低の関係が反転するときに変動する。
【０１２９】
　このように、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／５フレーム期間毎に反転させた場合、表示領域ＤＡにおける
最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が、図８に示した場合に比べて小さくなる。
したがって、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との関係を１／５フレーム期間毎に反転させた場合も、横筋による画質の低下
を目立ちにくくすることができる。
【０１３０】
　図１３は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を６個の１／
６フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【０１３１】
　本実施例の液晶表示パネルの駆動方法では、たとえば、１フレーム期間を６個の１／６
フレーム期間に分割し、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電
位とコモン電圧の電位との関係を、１／６フレーム期間毎に反転させてもよい。
【０１３２】
　このとき、図７（ａ）に示した４つの画素電極ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋

１が、たとえば、１フレーム期間における６個の１／６フレーム期間のうちの、最初の１
／６フレーム期間に階調電圧が加わる画素電極であるとすると、画素電極ＰＸｐの電位Ｖ
Ｐｐ、画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１、画素電極ＰＸｑの電位ＶＰｑ、画素電極Ｐ
Ｘｑ＋１の電位ＶＰｑ＋１は、それぞれ、たとえば、図１３に示すように推移する。
【０１３３】
　１フレーム期間中に２本の映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加わる階調電圧ＶＤｎ，Ｖ
Ｄｎ＋１の電位とコモン電圧ＶＣＯＭの電位との関係が、１／６フレーム期間毎に反転す
る場合、画素電極ＰＸｐの電位ＶＰｐおよび画素電極ＰＸｐ＋１の電位ＶＰｐ＋１は、当
該１フレーム期間における２番目の１／６フレーム期間から５番目の１／６フレーム期間
までのそれぞれの１／６フレーム期間が終了した時点で変動する。そのため、図８に示し
た画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルを１とすると、
電位ＶＰｐが図１２に示したように推移する画素電極ＰＸｐを有する画素およびその周辺
の画素における横筋レベルは、約２／５である。
【０１３４】
　これに対し、図８に示した画素電極ＰＸｑを有する画素およびその周辺の画素における
横筋レベルを１とすると、電位ＶＰｑが図１３に示したように推移する画素電極ＰＸｑを
有する画素およびその周辺の画素における横筋レベルは、約３／５である。
【０１３５】
　また、図を参照した説明は省略するが、図１３に示した、１フレーム期間の２番目の１
／６フレーム期間から最後の１／６フレーム期間のいずれかで階調電圧が加わる画素電極
ＰＸの電位も、同様に、映像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１に加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との高低の関係が反転するときに変動する。
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【０１３６】
　このように、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモ
ン電圧の電位との関係を１／６フレーム期間毎に反転させた場合、表示領域ＤＡにおける
最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が、図８に示した場合に比べて小さくなる。
したがって、１フレーム期間中に１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電位とコモン
電圧の電位との関係を１／６フレーム期間毎に反転させた場合も、横筋による画質の低下
を目立ちにくくすることができる。
【０１３７】
　図１４および図１５は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法における１／Ｒフレーム
期間の長さの設定方法の一例を示す模式図である。
  図１４は、本実施例の液晶表示パネルの駆動方法における１／Ｒフレーム期間の長さと
横筋レベルとの関係の一例を示す模式グラフ図である。図１５は、本実施例の液晶表示パ
ネルの駆動方法における１／Ｒフレーム期間の長さと第１の駆動回路の温度との関係の一
例を示す模式グラフ図である。
  なお、図１４において、横軸は、１フレーム期間における１／Ｒフレーム期間の個数Ｒ
であり、縦軸は、横筋レベルの相対値ＬＶである。また、図１４における横筋レベルＬＶ
は、図８に示した画素電極ＶＰｑを有する画素およびその周辺の画素における横筋レベル
を１にしている。
  また、図１５において、横軸は、１フレーム期間における１／Ｒフレーム期間の個数Ｒ
であり、横軸は、第１の駆動回路２の温度ＴＤＲＶ（℃）である。また、図１５における
温度ＴＤＲＶは、１フレーム期間が１／１２０秒である１２０Ｈｚ駆動の液晶表示装置に
おいて、２５℃の室内で、あらかじめ定められた映像または画像を１２０分間表示させた
ときの第１の駆動回路２の温度である。
【０１３８】
　本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法のように、１フレーム期間を、ほぼ同じ長さの
Ｒ個の１／Ｒフレーム期間に分割し、１フレーム期間に１本の映像信号線ＤＬに加える階
調電圧の電位とコモン電圧の電位との高低の関係を、１／Ｒフレーム期間毎に反転させる
と、上記のように、表示領域ＤＡにおける最大の横筋レベルと最小の横筋レベルとの差が
、図８に示した場合に比べて小さくなる。
【０１３９】
　しかしながら、１／Ｒフレーム期間毎に反転させた場合の最大の横筋レベルと、反転さ
せない場合（図８に示した場合）の最大の横筋レベルとを比較した場合は、たとえば、図
１４に示すような関係になる。すなわち、１／２フレーム期間毎に反転させる場合、最大
の横筋レベルは、反転させない場合の最大の横筋レベルとほぼ等しくなる。
【０１４０】
　したがって、本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法では、個数Ｒを、３個以上にする
ことが望ましい。このとき、個数Ｒを多くしていき、１／Ｒフレーム期間を短くしていけ
ば、横筋レベルの相対値ＬＶは、０．５に近づいていく。またこのとき、個数Ｒの最大値
は、液晶表示パネル１に設けられた走査信号線ＧＬの本数であり、個数Ｒが最大値のとき
に、横筋レベルの相対値ＬＶが最も小さくなる。
【０１４１】
　しかしながら、個数Ｒを多くしていくと、１本の映像信号線ＤＬに加える階調電圧の電
位とコモン電圧の電位との関係を反転させる回数が増える。そのため、個数Ｒを多くして
いくと、それに応じて第１の駆動回路２における消費電力や発熱量が増大する。
【０１４２】
　本願発明者が、１フレーム期間における１／Ｒフレーム期間の個数Ｒと、第１の駆動回
路２の温度ＴＤＲＶ（℃）との関係を調べたところ、たとえば、図１５に示すような関係
になることがわかった。なお、図１５は、上記のように、２５℃の室内で、あらかじめ定
められた映像または画像を１２０分間表示させたときの個数Ｒと第１の駆動回路２の温度
ＴＤＲＶとの関係の一例を示している。
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【０１４３】
　このように、個数Ｒを多くし、１／Ｒフレーム期間を短くしていくと、横筋レベルＬＶ
を低く抑えることができる一方で、液晶表示装置を動作させているときの第１の駆動回路
２の温度が高くなる。第１の駆動回路２の温度が高くなると、液晶表示パネル１や第１の
駆動回路２など収容している筐体の内部温度が上昇し、たとえば、当該第１の駆動回路２
や液晶表示パネル１の動作が不安定になり、表示品質が低下するおそれがある。
【０１４４】
　したがって、本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法では、１フレーム期間を１／Ｒフ
レーム期間に分割するときの個数Ｒを、たとえば、３以上２０以下の整数のいずれかにす
ることが望ましい。このようにすると、液晶表示装置を動作させたときの第１の駆動回路
２の温度は、従来の個数Ｒが１の場合に比べて２～３℃程度しか上昇しないので、横筋に
よる表示品質の低下、および温度上昇による表示品質の低下の両方を抑えることができる
。
【０１４５】
　なお、上記のような駆動方法で液晶表示パネル１を駆動させる場合は、第１の駆動回路
２において階調電圧を生成する順番や、階調電圧の電位とコモン電圧の電位との関係を調
整（制御）すればよい。このとき、第１の駆動回路２は、上記のような方法で、それぞれ
の映像信号線ＤＬに階調電圧を入力できる回路構成であればよく、特定の回路構成に限定
されないことは言うまでもない。
【０１４６】
　以上説明したように、本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法によれば、千鳥配置の液
晶表示パネルを有する液晶表示装置の、横筋による画質の低下を目立ちにくくすることが
できる。
【０１４７】
　また、本実施例の液晶表示パネル１の駆動方法によれば、千鳥配置の液晶表示パネルを
有する液晶表示装置の、画質の低下を防ぐことと、第１の駆動回路２の消費電力および発
熱量を抑えることを両立できる。
【０１４８】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【０１４９】
　たとえば、前記実施例では、液晶表示パネル１の駆動方法について説明しているが、本
発明は、これに限らず、千鳥配置の液晶表示パネル１と同様の構成の表示パネルを有する
表示装置であれば適用できることはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【０１５０】
【図１（ａ）】液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式図である。
【図１（ｂ）】液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式図である。
【図１（ｃ）】液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の別の表現方法の一例を示す模式
図である。
【図２】従来の液晶表示パネルにおける画素電極と映像信号線との接続方法の一例を示す
模式図である。
【図３（ａ）】液晶表示パネルを列毎反転駆動で駆動するときの画素の極性を示す模式図
である。
【図３（ｂ）】階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である。
【図４（ａ）】液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動するときの画素の極性を示す模式
図である。
【図４（ｂ）】階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である。
【図５】本発明に関わる液晶表示パネルにおける画素の配置の一例を示す模式図である。
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【図６（ａ）】図５に示した液晶表示パネルをドット反転駆動で駆動するときの画素の極
性を示す模式図である。
【図６（ｂ）】階調電圧の出力方法の一例を示す模式図である。
【図７】千鳥配置の液晶表示パネルにおける寄生容量の一例を示す模式図である。
【図８】図７に示した画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図９（ａ）】本発明による一実施例の液晶表示パネルの駆動方法の原理を示す模式図で
ある。
【図９（ｂ）】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を２個の１
／２フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図１０】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を３個の１／３
フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図１１】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を４個の１／４
フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図１２】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を５個の１／５
フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図１３】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法において１フレーム期間を６個の１／６
フレーム期間に分割した場合の画素電極の電位の推移の一例を示す模式図である。
【図１４】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法における１／Ｒフレーム期間の長さと横
筋レベルとの関係の一例を示す模式図である。
【図１５】本実施例の液晶表示パネルの駆動方法における１／Ｒフレーム期間の長さと第
１の駆動回路の温度との関係の一例を示す模式グラフ図である。
【符号の説明】
【０１５１】
　１…液晶表示パネル
　２…第１の駆動回路
　３…第２の駆動回路
　４…制御回路
　５…バックライト
　ＧＬ，ＧＬ０～ＧＬ５，ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１，ＧＬｐ，ＧＬｐ＋１，ＧＬｑ，ＧＬｑ＋

１，ＧＬＭ－１，ＧＬＭ…走査信号線
　ＤＬ，ＤＬ０～ＤＬ７，ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１…映像信号線
　Ｔｒ…ＴＦＴ素子
　ＰＸ，ＰＸ１，ＰＸｐ，ＰＸｐ＋１，ＰＸｑ，ＰＸｑ＋１，ＰＸＭ…画素電極
　ＶＤｎ，ＶＤｎ＋１…階調電圧
　ＶＰｐ，ＶＰｐ＋１，ＶＰｑ，ＶＰｑ＋１…画素電極の電位
　ＶＣＯＭ…コモン電圧
　ＶＧｐ，ＶＧｐ＋１，ＶＧｑ，ＶＧｑ＋１…走査信号
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【図１（ａ）】 【図１（ｂ）】

【図１（ｃ）】 【図２】
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【図３（ａ）】 【図３（ｂ）】

【図４（ａ）】 【図４（ｂ）】
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【図５】 【図６（ａ）】
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